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研究成果の概要（和文）：シリア東北部、ハブール平原のテル・セクル・アル・アヘイマル遺跡

について野外調査を実施し、前 7 千年紀後半の新石器時代社会の変革について調べた。その結

果、前 8 千年紀後半に出現した本集落は前 7 千年紀初頭まで肥大化を続けたが、同半ばには小

形化し後半には放棄されたことが明らかになった。加えて、比較研究によりイラン領ザグロス

や南コーカサス地方など直接北メソポタミアと連絡しない地域においても、ほぼ同時期に社会

変革が起きていることを確認した。変化が広域で生じていることからすると、その要因が地球

規模の乾燥寒冷化、いわゆる 8.2ka イベントにあるのではないかと推察された。 
 
研究成果の概要（英文）：Social transformation of the 7th millennium Neolithic communities 
in Mesopotamia and its relationship with the climatic changes were investigated through 
fieldwork at Tell Seker al-Aehimar, northeast Syria. The excavations and related studies 
resulted in the reconstruction of the settlement history as follows: the settlement, which 
was established in the Late PPNB, became largest at the Pre-Prorot Hassuna phase of the 
early PN, and became smaller in the Proto-Hassuna, with the final abaondont afterwards. 
The filedwork also revealed evidence of rather favourable climatic condition in the early 
7th millnnium BC. The present study suggests that the settlement abandonment in the late 
7th millennium BC and the later transformation of the Neolithic communities might reflect 
the 8.2ka event , a global climatic deterioration episode. 
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１．研究開始当初の背景 
 申請者は 2000 年以来、北メソポタミア最
古の新石器時代遺跡であるシリア、テル・セ

クル・アル・アヘイマルの発掘調査をおこな
ってきた。これにより、当地の初期農耕村落
は先土器新石器時代後半に出現したこと、そ
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の出自は南東アナトリアの文化圏にあるこ
と、「先」プロト・ハッスーナという新発見
の土器文化をへてメソポタミアで広く分布
するプロト・ハッスーナ文化へと発展したこ
と、など、多くの新知見を得た。すなわち、
北メソポタミアにおける農耕村落の出自や
初期の展開の様相については、これまでの調
査によって十分な成果をもって明らかにで
きたと考える。そこで、次は、その後の展開
について調べたいと考えるにいたった。 
 それは、紀元前 7 千年紀後半の社会変化で
ある。たとえば、先述のプロト・ハッスーナ
集落は天水農耕が現在不可能なステップ地
帯にまで広く分布しているのに対し、それに
後続するハッスーナ文化、プレ・ハラフ文化
の集落は天水農耕可能地帯へと一気に集落
分布を縮小している。また、集落の小形化、
土器伝統の地域化などが生じる。こうした急
激な変化が起こった背景は十分に説明され
ていない。 
  
２．研究の目的 
 農耕牧畜の発生にとってヤンガー・ドリア
ス期といわれる前 10 千年紀の地球規模での
寒冷化が与えた影響が指摘されて久しい。一
方、近年の古気候研究によれば、前 7 千年紀
後半にも、それに匹敵する、しかし短期的な
寒冷化があったことが判明しつつある。この
気候変動は 8.2ka イベントともよばれる。本
研究では、この 2 度目の気候変動が初期農耕
村落社会の変質、再編の契機になったのでは
ないかという仮説をたて、それを野外調査、
広範な文献調査によって検証することとし
た。 
 
３．研究の方法 
(1)考古学調査 
 シリア東北部、ハブール平原にあるテル・
セクル・アル・アヘイマルの考古学的発掘を
おこなう。この遺跡の前 7 千年紀の堆積を本
格発掘し、新石器時代後半以降の文化連続、
その変化の様相を調べた。 
(2)古地理学的、堆積学的調査 
 テル・セクル・アル・アヘイマル遺跡はハ
ブール川に接した段丘上にあり、河川氾濫の
痕跡が遺跡堆積物に残されている。そこで古
地理学的調査により古環境復元を実施する。
また、近隣のハットニーエ湖のボーリング調
査で得た珪藻化石等の分析により古環境復
元をおこなった。 
(3)成果の総合 
 以上の野外調査で得られた成果を西アジ
各地の状況と比較・検討し、前 7 千年紀の文
化変化の背景を考察した。 
 
４．研究成果 

(1)テル・セクル・アル・アヘイマル遺跡の発

掘を通じて、北メソポタミアにおける前8千年

紀から7千年紀半ばまでの新石器時代集落、社

会の構造を詳細に定義することができた。前8

千年紀末から7千年紀始めの先土器新石器時

代末、先プロト・ハッスーナ期には建造物が

大形化しており人口が増大した可能性が示唆

された。また、上水目的としては世界最古級

の井戸が発見された。農耕村落の発展、人口

増などを反映しているとみられた。一方、7
千年紀半ばに相当するプロト・ハッスーナ期

には集落が明らかに小形化し、建造物も堅牢

でなくなるという変化がみられた。そして、7
千年紀末には集落が放棄された様が観察でき

た。この間の集落、したがって社会規模の縮

小、放棄はかなり急速に進展したことが確認

できた。 
(2)古環境調査 

 遺跡脇をながれるハブール河段丘について

の調査成果は、完新世開始以降、段丘の浸食

が止まったことが明らかになった。一方、ハ

ットニーエ湖のボーリング調査で得た珪藻化

石の研究は、7千年紀初頭に湿潤な環境が展開

していたことを明らかにした。いずれも、先

述の先プロト・ハッスーナ期に集落が拡大す

る現象と符合している。 

(3)周辺地域との比較。東京大学が1950-60年

代に発掘した資料にもとづく分析により、同

時期に、同じような社会変化がザグロス地方

でも起こっている可能性を指摘できた。また

2010年にイラン人研究者が調査したラハマタ

バド遺跡の年代測定、石器分析を実施し、こ

のことを確認することができた。いわゆる

8.2kaイベントとよばれる寒冷乾燥期に社会

が外挿的な変化を遂げていることが確認でき

た。加えて、南コーカサス地方のアゼルバイ

ジャンの諸遺跡を検討し、農耕牧畜が拡散し

た時期を調べたところ、それもほぼ8千年前頃

であることが確認できた。変化の時期はメソ

ポタミアとほぼ同時期であるが、やや遅い可

能性もある。その違いの意味は今後、慎重に

検討すべきであるが、こうした知見は紀元前7

千年紀の社会変容が広域な出来事であったこ

と、気候変化を引き金としているらしいとい

う仮説を支持する。 
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